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　大地震から 2 ヶ月が経ちました。原発事故が未だ収束の
兆しを見せる事が出来ず、更には災害地域が広大に亘って
おり、復興へはかなりの時間が掛かりそうですが日本中が
力を合わせ一つになっている事に大きな希望を感じる事も
出来ます。
　3 月には OB の皆様、現役会員で義援金や心温まる物資
をご提供いただき誠にありがとうございました。ご提供い
ただきました物資は理事長と下関の集積場に無事に届けさ
せていただき自衛隊のご協力のもと被災地に輸送されまし
た。被災地の皆様の一日も早い復興とご無事をお祈り申し
上げます。なお、萩 JC といたしましては復興にむけ、日
本 JC と連携し、継続的に支援して参ります。�
　ご協力、誠にありがとうございました。

専務理事　槇垰　守貢

この度の震災により被害を受けられた皆様にお見舞いを申し上げます。



　３月 16 日に湯本観光ホテル西京にて『萩・長門合同例会』
が行われました。
　開会に先立ち、３月 11 日に起こった東日本大震災の被災
者に黙祷を参加者全員で捧げました。
　被災者の皆様には心よりお見舞い申し上げます。
　今回の合同例会は長門 JC さんの主管でプレゼンテーショ
ンバトルをおこないました。内容は萩と長門の特産品を使

ったＢ級グルメを各グループで考え発表するという内容でした。各グループの個
性的なプレゼンで大変勉強になりました。
　私も発表者としてステージにてプレゼンをさせて頂きましたが、他の発表者の
方々の素晴らしいプレゼンを見ていると自分の実力のなさを痛感いたしました。
　また、グループが萩 JC と長門 JC が混合で組まれていたお陰で、発表内容を考
える時に大変親睦を深めることが出来ました。
　懇親会では長門 JC の多くのメンバーと名刺交換をし、一緒にお酒を飲み、大い
に親睦を深めることが出来ました。
　今回の合同例会は商圏、経済圏も近い長門の多くの JC メンバーと知り合うこと

ができ、交流を深め素
晴らしい例会になりま
した。
事務局長　井町　嘉助

3 月 16 日(水) 湯本観光ホテル 西京

3 月第二例会



　３月５日 ?、2011 年度公益社団法人�日本青年会議所�中国地区�山口ブロック協議会�13 Ｌ
ＯＭ合同「山口会議」が、山口市のホテル「かめ福」にて開催されました。萩 JC の皆様も、
３月第一例会としてこの山口会議に参加しました。
　山口会議は二部構成になっており、会議に先立ちまして、会員拡大委員会による「必達
30％拡大　山口ブロック協議会　会員拡大セミナー」というセミナーが行われました。話
の中では、会員拡大に成功しているＬＯＭに共通することは、会員全員で取り組んでいる
ということでした。２月度例会で 200 パーセント例会を達成いたしましたが、その意義と
いうものを再認識させられました。そして自分の名刺を裏返してみると、我々萩 JC の名刺
にも、それぞれ会員拡大特命担当者と刻み込まれているのに驚きました。
　会議の中では山口ブロック協議会の役員が紹介されました。平田会長の挨拶においては、
ブロックの活動への思いが伝えられました。それぞれのＬＯＭでの活動のみならず、その
上に立つブロックへの活動への重要性を考えさせられました。話の最初と最後で、隣の人
と手をつなぎましたが、「絆」でみんなが手をとりあわないといけないというメッセージだ
ったのでしょう。
　懇親会でも大いに盛り上がり、13 ＬＯＭが「絆」を深め合った、有意義な時間を過ごさ
せていただきました。
　今回の山口会議で得た知識をさらに JC 活動に活かしていきたいと思います。� 社会開発委員会　委員　野間　保宏

　去る４月 12 日に千春楽コンサバトリールームにて
花見例会が開催されました。
　花見宴会を担当するにあたり、“せっかくやるなら楽しくやろうぜ！”
本年会員交流委員会のテーマと、“おもてなしの心”の２本のテーマにて
開催させて頂きました。
　３月 11 日に東日本大震災が発生し、多くの方々が亡くなられ、また多
くの方が避難生活を余議なくされています。
　そんな中で花見例会を行うことを豊田理事長は迷われましたが、「自粛
が委縮になってはならない」と開催を決意されました。
　平日にも拘わらず多くの先輩方にご出席頂き、先輩と現役が入り混じる
テーブルにて交流させて頂けたこと、余興の“まんぷ
く珍道中”では各テーブル全員参加型の企画で、先輩
方と現役が悪戦苦闘しながら親交を深めさせて頂く事
が出来ました。
　本年は桜の開花も遅れ、満開の桜の下で無事執り行
う事が出来ましたこと大変嬉しく思っております。
　ご多忙中ご参加頂きました先輩方、並びに開催にご
協力下さいましたメンバーの皆様、本当にありがとう
ございました。

会員交流委員会　委員　世良真智志

4 月12 日(火)  千春楽コンサバトリールーム

3/5(土)
ホテル かめ福

3 月
第一例会



　震災からおよそ 2 ヶ月が経ちましたが、原発問題などの復興策は未だ見通しがつきません。
　また、復興財源確保のために現在 5% の税率を 3 年程度、3% 引き上げる案が浮上しているなど、私たち国民にとっては非常に
辛いことばかりが耳に入ってきます。しかし我々一人一人が今できることをしっかり考え、何事にも前向きに実行していくことが
大切だと思います。萩 JC の事業もこれからが本番です。気持ちを一つに団結して豊田理事長を盛り上げていきましょう。
� 総務広報委員会　委員　上田　智幸
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　この萩市には若者がいないらしい。
　その主な原因は雇用環境にあるという。
　働きたくても働く場所がなく、萩に戻って来たく
ても戻って来れない。
　それがこの萩の現状らしい。
　でも、こうは考えられないか？
　「働く場所がなければ、自分たちで創ればいい…。」
JC でまず感じたこと。
　現役組、そして OB の多くは雇う立場にいるとい
うこと。
　つまり経営者サイドの人間が多いということだ。

　しかしながら、その環境を創ってきたのは自分た
ちの親であり、それはすなわち JC の諸先輩達であ
ったはずだ。
　であれば、我々にもできないことはない。
　この JC を基盤に「Something Big（何か大き
いこと）」ができると思うし、やらなければならない。
以上

　この萩青年会議所から日本を代表する企業家が
生まれることを切に願っています。�
�

　　関　伸久

JCに

入会して

感じたこと

　このたび萩 JCに新しく入会しました江山普郎（えや
ましんろう）と申します。
　至らないことも多々あると思いますが、精力的に活動
していきたいと考えております。
　これからよろしくお願いいたします。

江山　普郎（えやま　しんろう）

江山種苗株式会社

研修会員紹介

　『ホテル�萩の浜』の浅田絵美子と申します。萩に来てまだ
２年も経っていませんが、萩青年会議所の活動を通して、萩
の皆さまと萩の町に貢献できるよう頑張りたいと思っており
ます。また、幅広く異業種の方々とも交流することで、視野
を広げ、成長できればと思っております。
　まだまだ未熟者ではございますが、ご指導の程よろしくお
願い致します。

浅田絵美子（あさだ　えみこ）

ホテル 萩の浜

第 2回　じゃがいも
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　４月 17 日 ? に開催されました
　第２回じゃがいもにご参加い
ただきました先輩・現役会員
の皆さま、ありがとうござい
ました。
　久々に豊田湖ゴルフクラブで
開催されました。かつては数多く
開催されたゴルフ場とのことでしたがさすがに先
輩の皆さまは攻め方を知っているなぁ ? ！と勉強
になりました。
　優勝は山縣監事（最近好調です）、準優勝は小橋
先輩（ベスグロを獲得されました）、３位は世良君

（そろそろ優勝か？）という結果になりました。
　皆さまが楽しくプレー出来るよう準備いたしま
すので、今まで以上に多くの方のご参加をお待ち
しております。

副幹事　山崎　友和

第 2回　ブロック研究会
　４月 15 日 ?、豊田理事長杯
第２回ブロック研究会が開催
されました。
　多くの先輩方には、ご多忙
中にも拘わらず、御出席賜り
ましたこと心よりお礼申し上
げます。この度も先輩方、現
役の楽しい交流の場となりました。
　熱戦の結果、波多野副理事長が優勝。さらには理事
長賞まで獲得されました。おめでとうございます。
　今後も皆様方が楽しんでいただけるようブロック研
究会一同努力してまいります。
　次回も多くの参加をお願い申し上げます。
� ブロック研究会　副幹事　井上　光治

萩 JCダイナマイツ
　今年のダイナマイツにも気合いが入ってきました。
主軸の増山直前・山縣監事の打撃・走塁は健在で、そ
の脇を固める面々も軽快な動きを見せています。内野・
外野ともに堅実さをさらに増していきたいです。やは
り試合のポイントは投手です。監督は非情な采配も辞
さない決意で継投にて勝ち抜いて行く所存です。今年
のダイナマイツの活躍を願っていただきますようお願
いいたします。
� キャプテン　山崎　友和


